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１
９
５
６
年
、
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
終
了
。

81
年
東
芝
入
社
。
86
年
に
雑
誌
編
集
に
転
じ
る
。
東
洋
経
済
新
報
社
な
ど
を

経
て
96
年
都
市
出
版
入
社
。『
東
京
人
』『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
２
０
１
０

年
休
刊
）
の
編
集
に
携
わ
る
。
01
年
『
東
京
人
』
編
集
長
。
02
年
よ
り
現
職
。

08
年
よ
り
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
経
済
学
術
院
非
常
勤
講
師
兼
務
。

都市出版㈱社長兼『東京人』編集長

高
たか
橋
はし
　栄

えい
一
いち

【49】

　

敬
愛
す
る
伝
記
作
家
・
小
島
直
記
さ
ん
に
『
志　

か
つ
て

日
本
に
あ
っ
た
も
の
』（
新
潮
社
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。
出

版
さ
れ
た
の
は
平
成
七
（
１
９
９
５
）
年
。
小
島
さ
ん
は
当
時

の
日
本
人
が
国
家
や
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
「
志
」
を
失
い
、

私
利
私
欲
し
か
考
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
強
く
嘆
い
た
。

　

こ
こ
で
は
、
あ
え
て
二
冊
の
本
を
紹
介
し
た
い
。
伝
記
で
は

な
い
が
、
そ
の
風
味
を
多
分
に
発
散
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

一
つ
は
馬
場
錬
成
氏
の
『
物
理
学
校
』（
中
公
新
書
）、
い
ま

ひ
と
つ
は
志
茂
田
景
樹
氏
の『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』（
河
出
書
房

新
社
）。
前
者
は
物
理
学
校（
現
東
京
理
科
大
学
）、
後
者
は
専
修

大
学
を
創
立
し
た
明
治
初
期
の
青
年
た
ち
の
物
語
で
あ
る
。

　

物
理
学
校
の
創
立
は
明
治
十
四
（
１
８
８
１
）
年
、
東
大
の

物
理
学
科
を
卒
業
し
た
一
期
生
か
ら
三
期
生
ま
で
の
若
者
十
九

人
を
中
心
と
す
る
総
勢
二
十
一
人
の
学
徒
た
ち
が
、「
国
の
繁

栄
は
科
学
技
術
が
基
礎
」
と
の
信
念
に
燃
え
、
学
校
を
創
り
、

理
学
の
普
及
に
ま
い
進
し
た
。
一
方
の
専
修
大
学
は
明
治
十
三

（
１
８
８
０
）
年
の
創
立
。
不
平
等
条
約
の
改
正
や
近
代
化
を
図

る
に
は
、
欧
米
の
法
律
学
や
経
済
を
学
び
、
国
際
的
に
対
等
な

関
係
を
築
く
た
め
の
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
と
の
信
念
に
燃
え

た
米
国
へ
の
官
費
留
学
生
四
人
が
中
心
に
な
っ
て
設
立
し
た
。

　

当
時
、
先
端
の
学
問
を
習
得
す
る
に
は
、
ま
ず
外
国
語
を
学

び
、
そ
れ
か
ら
専
門
に
入
る
の
が
必
須
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は

苦
労
が
多
く
、
習
得
に
時
間
が
か
か
る
。
日
本
に
は
そ
う
し
た

時
間
的
な
余
裕
は
な
い
。
日
本
語
で
学
べ
る
よ
う
に
し
、
有
為

な
人
材
を
速
成
す
る
こ
と
が
両
校
の
使
命
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、

無
給
ど
こ
ろ
か
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
本
業
の
給
与
か

ら
会
費
を
払
い
、
専
門
用
語
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
辞
書
を
作

り
、
本
業
の
後
で
夜
間
に
教
壇
に
立
っ
た
。
専
修
大
学
創
立
メ

ン
バ
ー
が
エ
ー
ル
大
学
近
く
の
酒
場
で
、「
学
校
を
創
ろ
う
」

と
誓
う
シ
ー
ン
は
感
動
的
だ
。

　

波
乱
万
丈
の
生
涯
も
面
白
い
が
、
そ
う
し
た
志
に
感
動
で
き

る
の
も
、
伝
記
の
魅
力
で
あ
る
。

志
を
読
む 

図書館の「東アジア文化都市2019豊島」

　
「
顔
の
見
え
る
新
聞
」
を
考
え
る
討
論
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ひ

と
昔
前
、
新
聞
社
に
入
社
し
た
新
人
記
者
は
先
輩
諸
氏
か
ら
「
自
分

を
殺
せ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
客
観
報
道
の
黒
衣
に
徹
し
ろ
と
、

「
匿
名
へ
の
情
熱
」
を
吹
き
込
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
最
近
の
ト
レ
ン

ド
は
、
新
聞
社
も
記
者
も
「
も
っ
と
自
己
開
示
を
！
」
に
な
り
始
め

て
い
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

一
読
者
と
し
て
「
顔
の
見
え
る
新
聞
」
を
意
識
し
だ
し
た
の
は
、

毎
日
新
聞
で
い
ま
も
続
く
「
記
者
の
目
」（
毎
週
火
〜
金
曜
日
朝
刊

掲
載
）
が
誕
生
し
た
１
９
７
６
年
で
す
。
当
時
、
学
生
で
ア
パ
ー
ト

住
ま
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
大
型
記
者
コ
ラ
ム
を
読
み
た
い

一
心
で
、
毎
日
新
聞
を
購
読
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
若
手
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
者
が
、
署
名
・
顔
写
真
入
り
で
長
文
の

コ
ラ
ム
に
挑
み
ま
す
。
読
み
応
え
が
あ
り
、
書
き
手
の
個
性
や
体
温

が
伝
わ
っ
て
き
て
、
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
記
者
個
人
の
主
張
や

見
解
を
積
極
的
に
打
ち
出
す
姿
勢
は
、
い
わ
ゆ
る
「
発
表
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
へ
の
訣
別
宣
言
で
も
あ
り
ま
し
た
。
記
者
と
し
て
の
訓
練

を
受
け
、
確
か
な
事
実
に
基
づ
く
報
道
と
い
う
大
前
提
の
上
で
、
そ

れ
を
よ
り
効
果
的
、
説
得
的
に
伝
え
る
た
め
に
、「
み
ず
か
ら
の
顔

と
名
前
を
明
ら
か
に
す
る
」
手
法
が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
責
任
あ
る

表
現
に
、
こ
う
し
た
誠
実
さ
や
覚
悟
の
表
明
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
言
論
の
「
分
断
」
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
の
ぼ

り
ま
す
。
人
類
が
な
が
い
時
間
を
か
け
て
、
一
歩
一
歩
築
き
上
げ
て

き
た
信
頼
と
共
感
の
関
係
を
切
り
崩
す
よ
う
な
不
寛
容
な
動
き
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
た
上
で
、「
顔
の
見
え

る
新
聞
」
と
は
何
か
、
何
を
な
す
べ
き
か
、
と
い
う
議
論
で
し
た
。

　

公
共
性
に
足
場
を
置
く
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
人
と
人
と
の
「
心
」

を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
協
力
の
目
標
を
探
し
求
め
る
役
割
が
い
ま
ほ
ど

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
も
な
い
と
言
え
ま
す
。
新
聞
の
話
を
し
な
が

ら
、
ふ
と
図
書
館
の
役
割
も
少
し
似
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

公
共
性
の
メ
デ
ィ
ア

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

第
８
回

　「東アジア文化都市2019豊島」
がいよいよ開幕しました。2月
1日の開幕式典には、観客2千人
が東京芸術劇場コンサートホー
ルを埋め尽くし、オープニング
は日中韓の心をつなぐ歌「私は
未来」を小学生、総勢150名が
合唱しました。続いて、区の名
誉区民であり、人間国宝の野村萬氏による奏上が披露され、
豪華な開幕となりました。

　これを機に区立図書館では、関連図書資料の充実に向け
て、新たに中国関連資料約3,500冊、韓国関連資料約600冊

を増やし、中国関連蔵書約13,000冊、韓国関連蔵書約2,700
冊を揃えました。また、文化事業の一つである「マンガ・
アニメ」関連の図書資料は、新たに約150冊を増やし、約
9,000冊となりました。

　6月22日（土）には、あうるすぽっと会議室で特別講演会を
開催し、日本を代表するマンガ家で国際アート・カルチャ－
都市懇話会委員、（仮称）マンガの聖地としまミュージアム運
営検討会議座長の里中満智子氏に「日本のマンガはなぜ世界
に広まったか」についてご講演をいただきます。同時に5月
25日から7月25日まで中央図書館5階特別展示コーナーで
里中満智子氏の作品展示を行います。どうぞこの機会に、図
書館の「東アジア文化都市2019豊島」もお楽しみください。

野村萬氏による奏上披露
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私
が
本
と
本
格
的
に
向
き
合
っ
た
の
は
、
小
学
三
年

生
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
母
が
買
っ
て
く
れ
た
『
小
公
女
』。

か
わ
い
い
絵
も
な
く
、
抑
揚
の
あ
る
吹
き
出
し
文
字
も

な
い
。
た
だ
た
だ
文
字
だ
け
が
縦
に
並
ん
で
い
る
。
は

じ
め
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
小
説
!?
」
と

悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
や
は
り

そ
こ
は
子
供
な
の
だ
。
で
も
こ
れ
が
転
機
だ
っ
た
。
登

場
人
物
の
表
情
や
、
景
色
、
背
景
な
ど
様
々
な
事
が
私

の
頭
の
な
か
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
想
像
が
膨
ら
み
ど
ん

ど
ん
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

　

入
学
し
て
か
ら
行
く
事
が
無
か
っ
た
図
書
室
に
も
通

う
よ
う
に
な
り
、
休
み
時
間
を
過
ご
し
た
も
の
だ
。
洋

書
を
好
ん
で
読
む
よ
う
に
な
り
、ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

の
『
モ
モ
』『
は
て
し
な
い
物
語
』
は
特
に
好
き
だ
っ
た
。

洋
書
は
登
場
人
物
の
名
前
が
カ
タ
カ
ナ
な
の
で
、
人
物

が
多
く
な
る
と
、
相
関
図
を
書
い
て
都
度
確
認
し
な
が

ら
読
み
進
め
て
い
た
。

　

小
公
女
の
話
し
に
戻
そ
う
。
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ

た
が
、
父
の
事
業
の
失
敗
で
急
転
直
下
の
生
活
に
変
わ

る
。
女
学
院
の
使
用
人
と
し
て
生
き
て
い
く
事
に
な
る

わ
け
だ
が
、
同
級
生
か
ら
の
い
じ
め
や
大
人
た
ち
か
ら

の
嫌
が
ら
せ
、
ひ
ど
い
生
活
環
境
。
そ
れ
ら
を
乗
り
越

え
よ
う
と
必
死
に
前
を
向
き
、
時
に
く
じ
け
そ
う
に
な

り
な
が
ら
も
自
分
を
信
じ
て
生
き
て
い
く
。
彼
女
の
そ

の
強
さ
は
私
の
理
解
を
超
え
て
い
た
。
最
後
は
父
の
友

人
の
助
け
で
元
の
生
活
以
上
の
環
境
に
変
わ
る
わ
け
だ

が
、
そ
こ
に
辿
り
着
く
ま
で
の
壮
絶
な
苦
難
を
思
う
と

心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
し
、
報
わ
れ
た
の
だ
、
と
安
心
し
た
。

そ
し
て
強
烈
に
感
じ
た
の
が
「
優
し
さ
」
と
は
「
強
さ
」

だ
と
い
う
事
。

　

こ
の
本
に
出
会
っ
て
、
本
を
読
む
き
か
っ
け
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
き
た
。

そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
母
に
は
感
謝
の
気
持

ち
し
か
な
い
。
子
供
心
に
悲
し
か
っ
た
気
持
ち
は
置
い

と
い
て
、
改
め
て
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
。

　

私
は
何
か
に
迷
っ
た
時
、「
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
や
る
」と
決
め
て
い
る
。
ボ
ブ
ス
レ
ー
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
す
と
決
め
た
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
自
分
で
決

め
た
事
へ
の
責
任
感
が
い
い
意
味
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に

な
り
、
考
え
方
、
行
動
が
決
ま
っ
て
い
く
。
い
ろ
い
ろ

考
え
悩
む
よ
り
も
、
そ
の
方
が
性
に
合
っ
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
方
は
本
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
自
分
に
必
要
な
本
と
の
出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
に
縛
ら
れ
ず
本
が
教
え
て

く
れ
る
世
界
観
を
人
生
の
糧
に
し
て
い
き
た
い
。

この本カフェ
❦ Café  KONOHON ❦

〜

放 課 後 の 思 い 出

❦ 今回のテーマ ❦

目 覚 め
書名  『魂萌え！』
桐野夏生／著　新潮社（新潮文庫）　2006年
　59歳、平凡な専業主婦敏子は、夫の突然の死により今まで無縁だと思っていた
人生の様々な難問に直面する。
　10年も前から夫に愛人がいた事。気持ちの通わない息子からの一方的な同居
話。遺産相続を主張する子供達。そして、その問題を解決するすべを持たない自
分。今までの甘さや世間知らずを思い知らされながらも、敏子は考え、迷い、決断す
る。まさに、受け身の人生からの目覚め。
　人生100年時代なんて言葉を耳にする昨今。10年以上前の物語だが、今でも
私達に目覚めた時の痛みと立ち向かう勇気を教えてくれる。第5回婦人公論文芸
賞受賞作。  【古川 依子 （ふるかわ よりこ）】

書名  『野生ネコの教科書』　
ルーク・ハンター／著　プリシラ・バレット／絵　
山上佳子／訳　今泉忠明／監修　エクスナレッジ　2018年
　猫は嫌いだ。腕と足をひっかいたいたいけなやつだからだ。なのに、演劇
で野良猫の親分の役がきた。仕方が無い。ならば奴らの有り様を暴いて、な
りきってやる。手にしたのがこの「教科書」。
　分類、形態、生息環境、食性、寿命、その生態等が綿密な観察の基に解説さ
れている。写真が捉えた獲物を狙う鋭い目、ピンと張った耳、しなやかな身のこ
なし。猫の様々な表情は、ドーランを塗って舞台化粧をする際のお手本になった。
　目覚め始めたものは、猫？それとも演劇？  【三瓶 裕雅 （さんぺい ゆうが）】

書名  『iPS細胞を発見　山中伸弥物語』
上坂和美／著　PHP研究所　2017年
　ノーベル生理学・医学賞を受賞した山中伸弥さんの物語です。彼は、たくさ
んの挫折を経験します。しかし、自分の意志の強さと周りの人の協力により、ヒ
トiPS細胞を発見します。iPS細胞はあらゆる細胞に変化出来るので、難病で苦
しむ人の光となりました。彼は特許を取り、誰でもそれを利用できるようにしま
した。さらに今、研究者が長期で働くことが出来る環境も整えようとしています。
子供たちだけではなく、大人も希望と勇気を貰える本です。
  【廣田 玉恵 （ひろた たまえ）】

図書館と私38 

寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の監修のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

17杯目

　「春眠暁を覚えず」（『春暁』孟浩然）の季節ながら、新学期や新年度の
スタートの時期でもあり、眠いなどとは言っていられない。鳥のさえずりで
起こされるよりも、よい目覚めを運んでくれる本を読んで、新しいことに
チャレンジしよう ！

女優
ともさと衣
【プロフィール】
舞台を中心に活動。近年あうるすぽっ
とにて、年に一度「絵本読み聞かせ
ワークショップ」講師。二児の子育
て奮闘中！

　あれは高校1年生の秋だった。放課後、いつ
も通り私は図書室にいた。その日はなぜか誰も
いなかった。当時福岡に住んでいた私は、演劇
などほとんど観たこともなく、テレビで野田秀
樹の「贋作・桜の森の満開の下」という劇場中
継を観てビックリ仰天、天国のようであり悪夢
のようであり、原作の坂口安吾の文体は物凄く
魅力的でいっぺんで虜になった。その日も夕暮
れ時のまだ薄明るい中、地べたに座り込んで夢
中で安吾を読み耽

ふけ

っていた。すると「ガチャ」
と音がした。なんだ？誰か来たのかな、そう思い、
私は図書室の入り口に行き、驚いた。鍵がかかっ
てる！開かない！いや、中からは絶対開けられ
るはずだ、落ち着け…えー開かないよ、どうし
よう！ここ３階だよね、窓から飛び降りる？無
理だよー、叫べば誰か気づいてくれるよね、おー
い、おーい、おーーーい…こんな時に限って誰
も通りかからない。え、もしかして本当に誰も
気づかないんじゃないの？明日までこの図書室

にひとりぼっち…でも。私、図書室でならいく
らでも時間は潰せる。潰せるどころか、ここは
私の大好きな本であふれている。嗚呼、今夜図
書室は私のもの！坂口安吾の小説を制覇しよう
か、アガサ・クリスティのポワロを読もうか、
野田秀樹について調べてみようか、小学生の時、
児童版で全巻読んだ江戸川乱歩を読み返そう
か、いや待てよ、あれは挿絵も内容も怖すぎる、
この状況で見るのは無理だ！お腹が空いたら申
し訳ないけど本を破って食べよう。いやいや、
一晩くらい何も食べなくて大丈夫でしょ！？私
はあらゆることを考え、ワクワクしはじめてい
た。しかし「ガチャ」、図書室の入り口はすぐ開
いた。鍵をかけた人がなにかおかしいと感じて
戻ってきたのだ。私は無事図書室から出た。
　短くて長かったこのときのドキドキとワクワ
クを、今でも鮮明に覚えている。嗚呼、図書館
がまるごと私のものになったら！今でもそんな
ことを想像して、にやにやしている。

母
が
く
れ
た
本
の
世
界

廣瀬無線電機㈱ 営業部主任

長岡 千里（ながおか ちさと）
兵庫県立姫路商業高校で陸上競技
に没頭。天理大学体育学部へ進学
し教職課程を経て卒業。金融会社
へ就職したものの社会人3年目の
2005年にボブスレーと出会い、
2006年トリノオリンピックに日本女
子代表として初めての出場を果たす。
現在は競技で培った精神力と体力を生かして社内では
数少ない女性営業マンとして働く日々。

■小公女
バーネット／作　谷村まち子／訳
偕成社　1985年

生涯の一冊（51）
オリンピアン・パラリンピアン編
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▼
西シ
ー
ア
ン安
市
（
中
国
）

　

中
国
西
北
地
方
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
地
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
東
の
起
点
と
し
て
栄

え
た
都
市
で
、
旧
名
は
長
安
。 

紀
元
前
11
世

紀
か
ら
約
２
０
０
０
年
の
間
に
、
秦
、
漢
、
隋
、

唐
な
ど
12
の
王
朝
の
都
で
し
た
。
紀
元
前 

３ 

世
紀
に
は
、 

秦
の
始
皇
帝
が
万
里
の
長
城
や
壮

大
な
墓
を
残
し
、
墓
を
守
る
兵
馬
俑
は
西
安
最

大
の
歴
史
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
仁イ

ン
チ
ョ
ン川

広
域
市
（
韓
国
）

　

韓
国
西
北
部
の
黄
海
に
面
し
た
韓
国
を
代
表

す
る
港
湾
都
市
。
国
際
交
易
港
で
あ
る
仁
川
港

の
繁
栄
と
と
も
に
発
展
。
２
０
０
１
年
に
開
港

し
た
仁
川
国
際
空
港
に
よ
っ
て
新
し
い
韓
国
の

空
の
玄
関
口
と
し
て
、
東
北
ア
ジ
ア
の
交
通
の

ハ
ブ
、
国
際
物
流
の
中
心
都
市
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
口
は
、
ソ
ウ
ル
、
釜
山
に
次

い
で
国
内
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
の
発
信
拠
点
と
し
て

　
豊
島
区
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

　

豊
島
区
は
「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
」
の
発
信
拠

点
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
区

内
で
特
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
舞
台
芸

術
」、「
祭
事
・
芸
能
」
と
と
も
に
魅
力
的
な
新

規
事
業
・
日
中
韓
交
流
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

交
流
の
視
点
を
盛
り
込
み
、
区
民
と
し
て
の
中

韓
の
方
々
を
含
め
た
多
文
化
共
生
を
推
進
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

▼
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
向
け
の
事
業
を
充
実

　
「
１
０
０
０
０
人
で
歌
う
『
わ
た
し
は
未
来
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
と
し
て
、
子
ど
も
達

を
対
象
に
し
た
舞
台
芸
術
×
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ

部
門
横
断
事
業
や
、
中
国
西
安
市
、
韓
国
仁
川

広
域
市
と
豊
島
区
の
３
都
市
共
同
で
行
な
う
青

少
年
文
化
交
流
事
業
な
ど
、「
未
来
を
担
う
人

材
の
育
成
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数

展
開
し
ま
す
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
８
６
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
東
京
理
科
大
学

工
学
部
建
築
学
科
助
教
。
著
書
に
『
戦
後
東
京

と
闇
市 

新
宿
・
池
袋
・
渋
谷
の
形
成
過
程
と

都
市
組
織
』
な
ど
が
あ
る
。
雑
誌
『
商
店
建
築
』

で
「
東
京
ヤ
ミ
市
建
築
史
」
を
連
載
中
。

第
１
回　

池
袋
駅
と
ヤ
ミ
市

 

石
榑
　
督
和
（
い
し
ぐ
れ
・
ま
さ
か
ず
）

池
袋
と
ヤ
ミ
市
（
全
４
回
）

　
今
で
こ
そ
池
袋
は
東
京
の
巨
大
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
駅
を
中
心
に
繁

華
街
と
し
て
多
く
の
人
を
集
め
て
い
る
が
、
戦
前
は
東
京
の
な
か
で
も
場
末
で
、

山
手
線
の
な
か
で
も
池
袋
よ
り
も
隣
の
大
塚
の
方
が
都
市
と
し
て
拓
け
て
い
た
。

そ
ん
な
池
袋
が
副
都
心
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
、
戦
後

復
興
期
の
ヤ
ミ
市
の
成
立
と
そ
の
発
展
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
東
武
線
と
西
武
線
で
つ
な
が
る
後
背
地
に
肥
沃
な
農
業
地
帯
を
持
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
池
袋
の
ヤ
ミ
市
は
農
作
物
を
中
心
と
し
た
食
料
品
の
集
散
地
と

し
て
賑
わ
っ
た
。
池
袋
の
ヤ
ミ
市
は
駅
の
東
西
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の
成
立

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　
東
口
で
は
戦
中
期
に
交
通
疎
開
空
地
と
な
っ
て
い
た
駅
前
の
土
地
に
、
テ
キ
ヤ

の
森
田
組
が
戦
前
に
貴
族
院
の
議
員
で
あ
っ
た
松
本
学
と
と
も
に
一
九
四
六
年
二

月
か
ら
八
棟
二
五
〇
戸
の
店
を
持
つ
森
田
組
東
口
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
建
設
し
て
い

る
。
森
田
組
は
西
口
で
も
同
様
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
建
設
し
て
い
る
が
、
西
口
で
最

も
大
き
な
ヤ
ミ
市
が
で
き
た
の
は
豊
島
師
範
学
校
の
焼
け
跡
で
、
複
数
の
主
体
が

入
り
乱
れ
て
ヤ
ミ
市
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
元
都
議
会

議
員
を
は
じ
め
複
数
の
主
体
が
同
地
の
使
用
許
可
を
願
い
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
が
進
ん
だ
。
豊
島
師
範
学
校
の
土
地
は
一
九
四
八

年
三
月
末
ま
で
と
い
う
使
用
期
限
つ
き
で
借
地
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
店
で

も
あ
り
住
居
で
も
あ
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
営
業
者
・
居
住
者
が
立
ち
退
く
こ
と

は
難
し
く
、
期
限
が
き
て
も
立
ち
退
き
は
進
ま
な
か
っ
た
。
他
方
で
公
道
上
に
は

多
く
の
露
店
が
並
ん
だ
。
東
口
で
は
駅
前
と
大
通
り
沿
い
の
映
画
館
の
前
に
、
西

口
で
は
豊
島
師
範
学
校
の
焼
け
跡
に
建
っ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
周
辺
に
並
ん
だ
。

　
池
袋
の
ヤ
ミ
市
は
西
口
も
東
口
も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
池
袋
の
発
展
の
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
く
が
、
戦
後
の
都
市
計
画
が
進
む
な
か
で
、
両
者
は
大
局
的
な

変
遷
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
次
回
と
し
た
い
。

シ
リ
ー
ズ
（
全
４
回
）

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

 
２
０
１
９
豊
島

 

第
１
回　

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
と
は

 

　
　
　
　
　
　

豊
島
区
文
化
商
工
部

　
　
　
　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
担
当
課
長

 

小
池  
章
一

　
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
は
、
日
中
韓
文
化

大
臣
会
合
で
の
合
意
に
基
づ
き
、
日
本
・
中
国
・

韓
国
の
３
か
国
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
に
よ
る

発
展
を
目
指
す
都
市
を
選
定
し
、
そ
の
都
市
に

お
い
て
、
現
代
の
芸
術
文
化
や
伝
統
文
化
、
ま

た
多
彩
な
生
活
文
化
に
関
連
す
る
様
々
な
文
化

芸
術
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
域
内
の
相
互
理
解
・
連

帯
感
の
形
成
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ

ア
の
多
様
な
文
化
の
国
際
発
信
力
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
に
選
定
さ
れ
た

都
市
が
そ
の
文
化
的
特
徴
を
生
か
し
て
、
文
化

芸
術
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
・
観
光
の
振
興

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
施
を
契
機

と
し
て
継
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
（
２
０
１
４
年
）、
新
潟
市
（
２
０

１
５
年
）、
奈
良
市
（
２
０
１
６
年
）、
京
都
市

（
２
０
１
７
年
）、
金
沢
市
（
２
０
１
８
年
）
に

続
き
、
豊
島
区
が
６
番
目
の
日
本
の
代
表
都
市

と
し
て
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
２
月
１
日
、
東
京
芸

術
劇
場
で
開
幕
式
典
を
開
催
し
、
中
国
西
安
市
、

韓
国
仁
川
広
域
市
と
日
本
豊
島
区
の
３
都
市
が

一
堂
に
会
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
か
ら
派
遣
さ

れ
た
芸
能
団
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
ま
し
た
。
11
月
24
日
に
は
新
し
く

オ
ー
プ
ン
す
る
Ｈ
ａ
ｒ
ｅ
ｚ
ａ
池
袋
芸
術
文
化

劇
場
で
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
を

締
め
く
く
る
閉
幕
式
典
を
行
な
い
ま
す
。

交流都市紹介

次回から、東アジア文化都市 2019 豊島の 3つのテーマ「舞台芸術」「マンガアニメ」「祭事芸能」について紹介していきます。

仁川広域市・仁川松島国際都市の夜景

西安市・大唐芙蓉園

東アジア文化都市2019豊島、開幕式典にて
合唱「わたしは未来」を歌う子どもたち
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記

4　

月

開
館
時
間

6　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日
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書
館
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レ
ン
ダ
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5　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/bunka/shogai/toshokan/kankobutsu/index.html
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1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
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　東アジア文化都市事業がいよいよ始まりました。「はらはら、どきどき、文化がいっぱい。」なイベントが盛りだくさんなので、
参加してみたくなります。中央図書館の東アジア文化都市・中国西安展示もご覧ください。（狩）
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東アジア文化都市2019豊島
里中満智子氏特別講演会
─日本のマンガはなぜ世界に広まったか─
講師  マンガ家　里中満智子氏
日時  6月22日（土）
 午後2時～3時30分
会場  あうるすぽっと会議室Ｂ
申込  往復はがき（※）
受付  5月11日～31日消印有効
定員  100名（超過した場合は抽選）
その他   参加無料、手話通訳あり
 　（対象：図書館利用者カード登録者）
展示  5月25日（土）～7月25日（木）

古典文学講座「源氏物語と仏教」(全8回)
講師  大場朗 氏（大正大学名誉教授）
日時  原則第3木曜日
 午前9時30分～11時30分
 （初回5月16日）
会場  中央図書館5階会議室
申込  往復はがき（※）
受付  4月11日～25日消印有効
定員  35名（超過した場合は抽選）
その他   年間500円
 　（対象：図書館利用カード登録者）

東アジア文化都市2019豊島
特集展示  開催中
　東アジア文化都市とは、
日中韓の3か国から、文化
芸術による発展をめざす都
市を毎年1都市選定し、年
間を通して多様な文化芸術
イベントを開催し、3か国
の文化交流を図る国家的プ
ロジェクトです。
　この開催を記念して、各
図書館で日中韓の文化にふ
れる楽しいイベントや特集
展示を実施していきます。

文学講座（前期・全4回）
～読んで観る！映像・舞台原作の世界～

講師  後藤隆基 氏（早稲田大学演劇博物館助教）
日時  6月8日(土)より（原則第2土曜日）
 午前10時～正午
会場  中央図書館5階会議室
申込  電話・FAX・メール・直接来館
定員  35名（5月7日（火）より申込受付）
その他  参加無料、課題本は各自用意してください。

『音訳ボランティア養成講習会』

　視覚に障害のある方のための音訳奉仕活動に参加でき
る方を養成する講習会を開催します。終了後は、音訳ボラ
ンティアとして「ひかり文庫朗読会」へ加入し活動してい
ただきます。詳細は6月の広報としま等をご覧ください。

予告

予告

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 4月 5月 6月

中央図書館
児童コーナー
(※印は会議室)

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

☆14日・おはなし会※　14:00～15:00
★5日・おはなしこうさく会 14:00～14:30
★26日・おはなし会(池袋親子読書会)
　14:00～15:00

駒込図書館
こまちゃんのへや
(※印は
地域文化創造館)

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00※

☆7日・青空おはなし会＠駒込公園　14:30～15:15
●21日・大人の工作会
　「春のハーバリウムをつくろう」※　14:00～15:30

★11日・生物多様性スペシャルおはなし会
　14:30～15:15
★23～25日・ぬいぐるみおとまり会 （幼児）

●9日・女子栄養大学講師による講座※
　14:00～15:30
★27～29日・ぬいぐるみおとまり会 （小学生）

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

第3火曜日
11:00 ☆17日・おはなし会 15:30～16:00 ●19日・巣鴨キネマ　14:00～16:00

★29日・ほんのじかん こうさく会　15:30～16:00
★19日・ほんのじかん おおきいほんの日
　15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしの部屋
（※印は地下ホール）

水曜日
15:00

最終水曜日
11:00※

●7日・さくら祭り(リサイクル本展示)＠さくら公園
　11:00～14:00
☆13日・おはなし会※　11:30～12:00
★27日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★1日・生物多様性スペシャルおはなし会※
　15:00～15:30
●4日・東アジア映画会※　13:30～15:30
★25日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★8日・ぬいぐるみおとまり会※　15:00～15:30
★11日・本のお医者さん※　15:00～16:00
★22日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

池袋図書館
ワークルーム
（※印は区民集会室）

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

★4日・図書館へおいでよ!　14:30～15:30
★13日・こうさく会　14:30～15:30
●15日・ハンドメイド倶楽部※　10:00～12:00
☆27日・おはなし会※　14:30～15:30

★11日・こうさく会　14:30～15:30
　16日～29日・子ども読書感想画展
●20日・俳句会※　10:00～12:00

★8日・こうさく会　14:30～15:30
●17日・ハンドメイド倶楽部※　10:00～12:00
★29日・よんでみよう!やってみよう!かがくの本※
　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00 ☆27日・「赤い鳥」おはなし会　14:00～14:30

●12日・講演会「赤い鳥と童謡誕生」
　14:00～15:30
★18日・目白の森と生物多様性　14:00～15:30

★8日・かがくこうさく会　14:00～15:30
●22日・大人の調べる学習講座　14:00～15:30

千早図書館
視聴覚室

水曜日
（第3を除く）
15:30

水曜日
10:30 ☆21日・おはなし会　15:30～16:00 ★19日・ほんとこ おたのしみ会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

☆「子ども読書の日」スペシャルおはなし会のご案内☆
　4月23日は「子ども読書の日」です。各図書館ではこの日を記念
して、子どもたちが図書館に親しみ、本を読む楽しさにふれられる
ように、スペシャルおはなし会を開催します！詳細は、各図書館へ
お問い合わせください。
　「子ども読書の日」は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」
に基づき、「国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理
解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高め
るため（同法第10条）」 に設けられ、4月23日が子ども読書の日に
定められました。

※ 特別講演会、古典文学講座について ※
【申込】　　 往復はがきに参加する行事名、氏名・ふりがな・

図書館利用カード番号・住所・電話・FAX・
Eメール記入

【送り先】　〒170-8442　豊島区東池袋4-5-2
            　　　　　　　ライズアリーナビル5F
【問い合わせ】　中央図書館企画調整グループ
　　　電話：3983-7861　FAX：3983-9904
　　　メール：A0027900＠city.toshima.lg.jp

中央図書館4階特集展示コーナー
「東アジアの祭りと歴史」

特別整理等休館日のお知らせ

下記の日程で休館します。ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

◉千 早 図 書 館 … 5月7日（火）～11日（土）
5月7日は定休日です

◉駒 込 図 書 館 … 5月13日（月）・14日（火）
◉上池袋図書館 … 5月20日（月）・21日（火）
◉巣 鴨 図 書 館 … 6月3日（月）～7日（金）
 6月3日は定休日です

◉池 袋 図 書 館 … 6月10日（月）・11日（火）
◉目 白 図 書 館 … 6月17日（月）・18日（火）
◉中 央 図 書 館 … 6月24日（月）～30日（日）

また、千早図書館は空調設備工事のため休館があります。
詳しくは、広報等でお知らせいたします。


